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おまえ、誰よ？

• 辻真吾（つじしんご）www.tsjshg.info 

• 大学の研究所に勤めています（バイオ→エネルギー） 

• 応用データサイエンスという分野を作りたい 

• 小学生のころ（MSX2）からコンピュータが好き 

• BASIC, LOGO → C/C++ → Java → Python 

• 11/2～4まで香川県に旅行してきました



実践Data Scienceシリーズ  

ゼロからはじめるデータサイエンス入門  

— R・Python一挙両得 — 

12月9日(木)講談社から発売予定・Amazonで絶賛予約受付中 

コンピュータの基礎、シェルの使い方、Docker、簡単な統計まで
解説したあと深層学習を含むデータサイエンス全般の話題を網羅 

ほぼすべてのコードをRとPythonで丁寧に記述 

辻真吾・矢吹太朗 著 

共著者とは小学校1年生（足立区立千寿第5小）からの幼馴染み

www.amazon.co.jp/dp/4065132320

www.hanmoto.com/bd/isbn/9784065132326

http://www.amazon.co.jp/dp/4065132320
http://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784065132326


scikit-learnのはなし

• scikit-learnの基本機能と最近のバージョンのハイライトを紹介 

• 機械学習アルゴリズムがまったく分からない方にも伝わるように心が
けます（が、少し知っている方が分かりやすいです） 

• scikit-learnを毎日ゴリゴリに使っている方は退屈だと思うので、

zoomのチャットでマニア情報をお待ちしております 

• 機械学習簡単そう自分もやってみよう！と思っていただけると嬉しい



scikit-learnとは？

• Pythonで機械学習アルゴリズムを実行するためのライブラリ 

• 次元削減、教師あり学習、教師なし学習、各種前処理やパラメータ
チューニングまで（ほとんど）なんでもできる 

• はじまりは2007年Google Summer of codeでのDavid Cournapeau

さん 

• 2021年9月にバージョンがそれまでの0.24系から1.0系へ



みんな大好きアヤメのデータ
setosa

versicolor

virginica

https://en.wikipedia.org/wiki/Iris_flower_data_set



統一的なインターフェイス
データを訓練データとテストデータに分けたあと2つの予測モデルを作る



次元削減も簡単

アヤメの4次元データをt-SNEを使って2次元に縮約

PCA（主成分分析）を使ったやり方

説明変数の数を削減 

高次元空間で近くにあるモノはより近く、遠くにあるモノはより遠くに配置



Plotlyを使った可視化

設定はpip install plotlyのあとシェルからjupyter labextension install jupyterlab-plotly

DataFrameを作る



クラスタリングはPyCaretが便利かも
PythonにおけるAutoMLの1つ　みんなのPython勉強会#73で紹介しました

↑データをセットしてクラスタリングの環境
をセットアップ

K-meansクラスタリングはクラスター数の指
定が必要 

いくつか妥当か検討する1つの方法にエルボー
プロットがある→

現行のPyCaret 2.3.4は、scikit-learn 0.23.2を利用



データの標準化
それぞれの説明変数について、平均値を引いて標準偏差で割る

ヒストグラムの横軸が変わっている

Before After



前処理も簡単にできる（のだけれど・・・）

入力はpandasのDataFrame

出力がNumPyのarray



pipelineが便利

データの標準化と予測を全部やってくれる

こちらは、0.23から使えます



Pythonの関数
引数は位置でもキーワードでも指定できる



/より前は位置のみ引数（Python3.8～）

関数の定義を変更

この呼び出しだけ許される

下の3つは全エラー



＊より後ろはキーワード引数

関数の定義を変更

これはエラー　bはキーワードのみ
下の3つはOK！ 

aはどっちでもいい



1.0から引数の指定が厳しくなった

https://scikit-learn.org/stable/modules/generated/sklearn.ensemble.RandomForestClassifier.html?highlight=random%20forest#sklearn.ensemble.RandomForestClassifier

ここ



0.24で実行した場合

FutureWarning 
（いまは許してあげるけど、0.25改め1.0からエラーになるから気を付けてね）



まとめ

• scikit-learnはPythonの機械学習ライブラリ 

• さまざまなアルゴリズムに対応していて、統一的なインターフェイス
で利用可能 

• クラスタリングは、PyCaretも便利（バージョン注意） 

• キーワード引数のみによる指定は、1.0の大きな変更点 

• 既存アルゴリズムの改善などもあり、ますます頼れるライブラリに



ご清聴ありがとうございました


